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錄
：

火
戦
前
0
獨
乙
の
.政
策

も
出
來
れ
ば
> 
隨
ク
で
又
之
を
支
酿
す
可
、
で
あ
を

JO.

此
の
如
6
し
て
以
卫
の
.ニ
.個
の
思
潮
は
相
合
し
て1 

つ
に
なQ

た
0
苦
し
掘
い
人
が
支
配
し
得
る
な
も
ぱ
、

强
い
國
家
4
亦
支
配
し
--
#
る
0

フ
•
-フ
7-
は
獨
逸
人
に 

向

つ

て

彼

等

が

選

民

.で
あ
る
一

J
と
を
說
い
.た
の
で
あ
：る
一 

が
、
久
し
く
陬
辄
せ
ら
れ
て
居
た
此
思■
は
ゴ
ビ
ノ
ー
一
 

.の
著
書
や
其
後
の
ヲ
f

マ

ン

，や
チ
ャ
A
ィ
•レ
1
ン
の 

嗷
說
に
依
つ
て
勢
^.
#

て
、

0

 

D
獨
逸
人
は
正
直
に
彼 

等
が
®
ば
れ
た
人
芪
で
!>
'
つ

て

"

獨

逸

は

世

界

を

支

酿 

す
る
運
命
を
有
つ
た
而
し
て
爾
か
す
る
の
實
カ
あ
る
超 

國
家
で
あ
る
：：と
の
信
念
を
懷C
に
茧
つ
た
の
で
あ
る
。 

『

ド

ム

タ

エ

，
夫
人
日
く
"

「

佌
の
國
民
は
沈
思
に
傲
つ 

て
iw
a
lc
な
る
け
れ
ど
も
、
"
獨
逸
上
は
却
づ
て
.熱
狂
す 

る」

と
。

此
く
の
如
く
し
て
獨
.逸
人
は
戦
爭
の
準
備
を 

し
た
の
で
あ
る』

o

德
し
著
者
は
必f

し
も
今
回
の
大 

戰
破
裂
を
以
でV 

.專
ら
哲
學
者
や
夢
想
家
の
敎
訓.に
®
 

し
や
う
と
す
る
潘
で
は
な
いo

第1

摅
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ニ
^

フ.1

フ
.
-ン、
ソナャ次守

I

0
經
濟

今

誠

雛

*

R

o:scher> I
n
g
r
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其

他

，の

.經
濟

學

史

家

の

！

1

へ

る

が
如
、

—

-

^

^

の
前
過
半
は
經
濟
思
想
界
に
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げ
.

振
©
轉

な

!)
'
!..
'o'
，
殊
に
瘘
慘
た
る
色
彩
を

以
て
路
易
.十
四
世
末
年
の
怫
國
經
濟
狀
態
を
描
出
せ
る 

Pierre 

le 

B
e
s
i
n
t

Die 

B
o
i
s
g

g;
H
ft
>
.
b
.
n>
-
r
t が
其
箸
の
出
版 

に
累

せ

ら

れ

て

A

c.vergne;

に
流
湔
：せ
ら
れ
，
優
砦
を 

圍
む
五
十
、へ

瘡

痍

を

被

る

八

十

の

老

將

軍

Sebastian 

ie: prestre' 

v
a
u
b
a
n
.:.

が
同
じ
く
其
藉
書
の
爲
め
に
國 

王
0
寵
を
失
し
後
幾
週
な
ら
ず
し
て
沒
し
て
よ
ぅ
佛
國 

經
濟
思
想
界
ば
徒
ら
に
沈
默
の
年
を
迎
へ

 

'て
®
之
を
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れ
り
9

»
間

僅

はLauristo

tJ.

のJ
o
M
L
a
w

と
因
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深

き

O
d
m
p
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i
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I
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1
千

^

©
十

八

年

並

ぼ

3

十
八
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，
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十
三
年
並
に
五+
四
年
再
刻
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の
^
書
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千
七
百
三
十 

四
年
、三
十
六
年
、
四
十
ニ
年
、並
に
六
十
一
年
の
谷
版
ぁ

. 

り
、
初
版
は
檢
査
官
ょ
り
頒
布
禁
北
の
命
を
受
ぐ
。
然 

れ
.ど

も

此

書

にIn
g
r
a
m

の
記
す
，が
如
く

1

千
七
西
三 

十
ー
年
版
ぁ
る
，を
聞
か.ず
0
同
氏
の
揭
げ
た
る
此
書
の 

表
題
に
も
誤8
ぁ
る
が
如
し
、
.且
つ
著
寄
の
姓
氏
は
彼 

の
記
す
る
が
如
く
 
メ 

ロ

ンM
s

n

に
*
中
^
て

ム
F 

ンM
e
l
o
n

な
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に
似
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西
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r
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s
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e
r
t
d
o*
m
e 
な
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A
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ど

も

饒
S

家 
\

>
b
b
6

 

d
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F
O
m
p
o
n
n
e

 

の
爲
め
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爲
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F
i
e
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y
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時
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を
討
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す
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喜
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七
W
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十
1
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を

以

て|*
]

鎖

せ

ら

获
 

\

作
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o
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し
て
之
が‘部
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に
し
で
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路
易
十
四
世
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G
r
a
n
d
0

稱
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を
與
ふ
右&
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み
た
る
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爲
め
に
一
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\

六
百
九
+
五
年
以
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會
員
た
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>:怫
國
翰
林
院
ょ
り
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は
^
た

'̂
彼
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Charles Ir6n6e 

c
a
w
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货
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*
t
-
F 

ierre

\

は
其
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湫
な
る
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釔
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々
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る
».
蕺
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移
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.、
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.
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樹
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用
に
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貨
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惡
0
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而
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來.に
：.蔡
想
戈
る
-に
：，至
b
ぬ
o
同
じ
む
之
が
挪
酬 

た
...

c
n

 

し 

R
6
h

d

t1
o.
.b
:
^
r
d
e
;
,
v
o
y
e
r 

d
e
.

 

F
a
u

l
m

y
>

r
-

 

g
s
s
o
n

 

w
 

o

o

s

^

^

w

^

o

s
 

一：. wu
r

 

?
l
e

、
g

o
q

v:n
)
'3
'

e

m

e

n

t

ヲ
ゾ.
y
ア
9
夕
ネ
ー
の
經
濟
論
 

第
ー
號 

一
二
三

i；

1|

|i

：|5
か 
m |
-

li

象
_
ffi
Uri

-
>
.
.
-
«
•

■(
•
 
-

-
 ̂
irĵ 
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F
f
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e
.

は

箧

底

深

.く

卷

み 

V

出
ヤ
ざ
るp
i

H
十
有
餘
年
、
■
漸

く1

千
七
百
六
十 

四
年
に
至
り
て
上
梓
せ
ら
る
。然
，れ
ど
も
此
年
に
發
行 

せ

ら

れ

た

る

も

の

、は

頗

る

缺

點

多

き

も

の

.；に

し

て

後

の 

二 

.千
七

茛
八

十

四
年
版
と
雖
も
、
尙
ほ
不
完
全
な
る
を.\ 

免
れ
ず
。
此
書
に
著
藉
自
ら
與
へ
た
る
表
題
は

J
g
q
u
e
s
i

 

oCi 

la、
democrafie 

meut—mtre admise 
dans 

le 

gon- 

\ 

v
e
s
e
m
e
n
t

な
り
と
云
ふ
。
彼
の
著
書
は
次
第
に國

人

\ 

の
眼
ょ
b
遠
か
り
て
織
に
其
有
名
な
る
格
言：

Pas 

t
r
o
p

一
 

g
o
u
v
e
3
e
r

に
ょ
ぅ
て
記
憶
せ
ら
る
：>

0
み
o f

o
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e
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は
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D
i
e

 M
a
x
i
m
e

 

Laissez 

Faire .et 

Laiss

s--
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^
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w
e
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d
r
t
n
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M
i
n

weitrag 

Nfi
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Geschichte 

an)
" Freihand

么slehre 

に
於
て 

JLaissez 

へ
 

F
a
i
r
e

な
る
.格
言
の
上
句
を
彼
に
歸
せ
り

)

o 

.〈.

1

遮
.奠
窮
迫
に
窮
迫
を
®;
ね
來
り
た
る
.佛
國
當
時
の
社 

會
狀
態
は
政
策
办
上
に
於
て
も
思
想
；の
上
に
於
て
も
長 

く

彌

縫

補

®

の
時
代
の繼

f

許
さ
f
 
o:—

の
窮 

狀
を
脫
し
得
可
き
唯
一
の
道
は
稂
本
的
改
革
に
依
る
の

.

.

.

.、-

外
な
し
七
の
意
；見
は
翁
^
緊
切
に 

來
れ
ー
&
oマ
^

M

維
持
し
®

^
ぐ
も
あ
ら
ず
o〔

胤 

の
前
の
平
靜
ほ
破
れ
ん
と
すo 

千
七
百
四
十
八
年
を 

fM
v

MOIj^g
a
&
e
u

 
ね D

e

 

l

riSDIig d
es 

Lois 

汰
欧 

^
出
で
^
々
。V

 oltalre, 

R
o
u
s
s

ぬau

は
其
筆
を
»
け 

ぅ
.。
.然
ち
而
!1
,
.て
記
億
す
可
き
一
千
七
吞
五
十4
年
.は
，
 

來
れ
d
 Secte d

e
s

s'onomistes

'
の

創

設

者

た

る

.我 

が

Frallgois

lou
e
s
n
a
y

が
國
‘王
.の一

等

侍

臀

の

職

を 

*
ひ

てVersailles

営

殿

の

.

e
n
t
r
e
s
o
i

に

幾

多

の
.® 

學
者
を
會
ず
る
の
端
を
發
令
し
は
此
年
な
り.0(

國
王 

の
寵
姬M

a
d
a
m
e

 

一

 de. p
o
m
p
a
d
o
u
r

に
^

へ
た
る
は
是 

よ
り
前
}
千
七
西
四
+
九
年
な
办)

0 

J
s
n

 

Q
a
u
d
e

 

Marie Vincent 

ユ
6
0
0
1
1
3
名
が
商
務
1 :
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人
に
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命
せ
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れ
た
る
.も
此
年
な
b
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e
n
i
s
B
i
d
e
r
o
t

及
び 
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の 

E
n
c
y
c
I

、o
prD
>Bt
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着
手
せ
ら
れ 

V?
る 

も
此
年
な
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0
全

然

思

想

：の

傾

向

を

異

に

せ

る

多

數

の
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寄

稿

家(

殊
に
經
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學
の
方
面
に
於
て
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日
f
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鼠 de 

F
o
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如

き
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曝
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る
贲
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o
f
e
i

Hrt
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e
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と
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を
免
れ
中)

の
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に
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る
協
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の#
作
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固
ょ
b
根 

本
的
の
統
合
を
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待
す
可
く
も
ぁ
ら
す
、
V
織

に

.外

觀

的 

の
結
合
を
見
た
る
に
過
ぎ
ず
と
雖
も
、
然
も
當
時
に
於 

け
る
.最
も
雄
大
な
る
事
業
た6
し
こ
と
を
失
は
ず
o 

1
斯
炉
る
間
に
於
て
對
岸
な
る

4

央
國
民
の
經
濟
思
想
は 

次
第
に
楚
國
に
輸
入
せ
ら
れ
た
ヶ
？
思
想0
潮
ゆ
一
葦 

の
海
峽
を
隔
て
た
る
是
等
兩
國
の
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常
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去
し
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來
し
て
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し
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反
^
し

て

一

千

七

西
5
 

十
四
年
巴
里
に
於
で
梓
に
上
せ
、
更

に

大

H
u
r
g
o
t

の
- 

心
的
活
動
を
同1

の
方
面
に
，導
き
、
之
を'說
き
.てJosiah 

T
u
c
k
n)
:
r
 

の
著 

R
e
f
k
c
t

o'5

 

o
n

 

ttr
e^xp>e

a.iellcy 

o
f
 a
 

L
a
w

 

for 

the 

Naturalisations 

o
f Foreign 

protes、 

t̂
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sur 

le 

C
o
m
m
e
r
c
e
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des 

opdositions a,u 
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de 

NatliraHsation.)
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一
 

千
七
西
五
十 
一—

I

 

ニ 
年》

を
i i 

譯
せ
し
.め
た
-

CNO 

D
a
v
a
H
u
m
e

 

の 

politka.l 

Dis- 

c
o
u
r
s
e
s

も.
亦
ー
千
七
^
五
十
六
年
を
以
で
佛
離
せ£>
;
. 

れ

た

^
J

而
し
.て
佛
國
最
初
の
穀
物@.
由
.交
易
論
と
じ
て
傅‘ 

ら
る
s
 cla-ude. D

u
p
i
n

 

0
o'
-
e
c
o
n
o;
£
q
u
e
s
一
三
卷
は 

匿
名
を
以
て
ャ
然
も
,

の
眼
を
避
く
る
の
目
的
を
以 

で
'oa

r
l
s
r
u
h
e

を
«'
版
地
と
し
て
現
れ
れ
ち0

(

然

も
®
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十1

卷
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一
二
五
；

> 
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ソ
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經
濟
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錄
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フ
ヲ
ゾ
ソ
ァ
ふ
ネ
ー
の
.經
濟
論

M1

號

1 二
-:

ハ

ほ
細
*
な
^

_

_

.敗
版
撬
>
0:
;
ら

典

版

本

：の

回

收

ほ 

■

烙
汾
靶
以
で
令
傲
；̂
懈
上
鸢
部
ゼ
殘
す
の
みf

 

. 

i
云
ふ
.
}
?次
*?
其

.一
章
を
故
^
し
て
，
M
a>
>
i
i
r
e
':
:
's
u
r 

les 

Bie
d
s

 

.の
名0

^
-

に
1
乗
七
芮
四
十
五
年
之
を
出 

版
し
、31
に
六
十
.年
ニ
月
及
び
ご一
月
に
H
l:
T
J
O
U3:
'
a
l一
 

w
c
o
n
o
m
i
q
c
e

i:
揭
栽
せ >

9
''/Qau-de 

J
a
c
q
u
e
s

 

H
e
r
*

 

j 

■
bert

亦
偷
敦(. I

千
七
西
五
十
四
年)
並
に
伯
林(

一
千
：j 

七
西
五
十
$
年)

"に
於
，て E

s
s
a
l

 

sur 

la 
police 

des 

j 

grains,

を
出
版
し
て
自
Et
i
質
舄
に
•賛
す
る
議
論
を
、爲

せ\

斯
く
の
如
き
時
代
に
於
で

「

歐
洲
の
孔
子
.

」
「

現
代
の 

ソ
ク
ラ

テ

ス」•「

近

世

の

モ

ー

ゼ
L
と
呼
ば
る
ゝ
に
至b 

し

猿

雨

短

身(M
a
d
a
m
e
,

 d
u
H
a
u
s
s
e
t

0
言)

の
醫
官 

我
‘が Frangois 

Qiaesilay 
ほ
每
週 Versailles 

の
中 

1

1階
な
る
其
屈
室
に6
5;
€
3ぐd

)
A
i
e

3.bert, 

D
u
d
o
s
、 

H

n>,lvetius、
M
a
r
m
o
n
t
d
,

 

, 

B
u
i
f
o
n

m
に

走_
H
a
b
e
a
u

 

を
首
と
せ
る||
多

み
W
O
O
P
O
B
^
W

と
議
論
を
交
換
し 

つ
、
靜

か

に

經

濟

上

の

思

索

に

耽

ト

づ

、
あ
卜
し
な

も
‘
(0
§
!
1哥
.
.
.
が
»
作
(?
>
:歷

史

は

.黴

術

上

の

碑

究

に

始

ま 

る
そ
即
ち
彼
納
«
初
§:暮

_
.
ゆ

ー

千

七

西

三

十

年

に

出 

版

せ

ら

れ

た

る 

Observations 

s
u
r

l—
*
e
s

 

effets 

d
e

 

la 

saign

s'.

な

力
..o
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V
此

書

は

.
t
時
®.
學

界

の

最

大

權

威

た 

f

し

外

科

® 

.Silva'

0
出

她

ぼ

關

す
る

論

文

の

誤

®

を 

指
摘
し
て
餘
赢
な
き
を
得
た
：る
も
の
に
し
て
、
彼
ば
是 

が
爲
め
はLa; P

e
y
r
o
n
i
e

の
知
遇
を
蒙
り
、
彼

が一

千 

七
百
一1.

一
十
一
年
巴
ff
i
に
創
設
せ
■る

A
c
a
d

 6mie 

d

rv 

C
h
i
r
u
r
g
i
e

の
書
記
.官
に
难
披
ぜ
ら
る
、'こ
と
、
爲
れ
..

o1

畔

七
W
S
十
尹
年
.ps

s
a
y

 physiqiie 

sd
r 

rn>
c
o
n
? 

anie. ~inimare「

丨貴

.に
|
担1|
專 

的

基

礎

を

述

べ

た

る

も

の

に

じ

て

、

次
で
一
：
千

^

西

四 

十
七
年
之
を
增
補
し
て1
ー1黎

と

卷

以
.て
：第
1
1版
を
上 

梓
せ
り
。
彼
ゅ
此
版
(:
於
で
精
縦
：な
る
靈
魂
の
硏
究
に 

入

り

、

人

體

生

迤

：の

上

'に

心

现

^

^

せ

ん

と

努

カ

ぜ

而
し
て

彼
は
M
UW!
i
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t
然
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«
n \

4

を
說
き
"

^

s

s

d

s

sの
根
抵

を

爲
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に
至
れ
る
社
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千
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四
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並
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g
a
n
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r
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n
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し
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千
七
西
五.十

三

年

に
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f̂
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を
出
版
せ
り
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i
d
e
r
o
t

の

.

E
n
c
y
c
l
o
p
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初
め
て
此
老
醫
を
し 

て
經
濟
問
題
に
其
筆
を
染
む
る

S

機
會
を
與
へ
.た
b
o 

彼
は
.

I

千
七
百
五
十
六
年
匿
名
を
以
て
同
書
に

E
v
i
­

d
e
n
c
e

 

な
^
形
而
上
學
.上
の
一
項
を
公
！

i

せ
る
が
^
同 

年
觅
にF

e
r
m

ぎs
;

^,、

翌
笠
十
七
年
に
は
；

G
r
a
i
h
s

fe 

寄
す
る
こ
と
S
爲
れ
り
o

兩
稿
俱
に
其
.子
'
 (Queslnajr 

l
e

 

m
s

)

の

：

署
名
に
；隱
れ
た
&
o (

彼
の
長
子
名
を
B
s
s
e
丨 

G
u
i
u
a
i
e

 

1
0

%
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.ば
彼
の
爲
め
に
ー
千
七
百
五 

十
五
年
今
の 

'oeparlrement 

d
e

 

la 

‘ Ni
^
v
r
e
:

な
る 

^
^

百̂
备
に
廣
大
な
名
土
地̂

職
入
せ
り
？

ぞ
ゆ
實 

に 

Beauvoir, 

St. 

G
e
I
-
B'
:
'p:
i
n
'
w
e
a
u
r

故 a
i
r
e
<

0;.

諸
領

地
に
跨
れ
b
'o
以

て

彼

の

：富

を

致

せ

る

' 

こ
と
の
大
なP
 

し
と
農
事
經
營
に
熱
心
な
り
じ
と
を
知
る
可
し

)

り
蓋
し 

彼
於
侍
醫
と
し
て
の
地
位
は
彼
を
じ
て
公
然
政
治
間 

題
ぎ
論
述
す
る
を
避
げ
し
め
たる
も

，の
な
る
，可
く
、
彼 

は
其
生
_
を
通
'
£
}て
經
濟
上
の
意
見
を
發
表
ず
'る
に
際 

し
て
は
常
に
匿
名
若
じ
ぐ
は
假
#(

時
に
は
其
學
徒
の 

姓
名
を
用
ゐ
た
り
.

)

を
以
て
ず
4
,に
至
れ
合
0「

- 

「

小
作
人」

の一.

項

は

先

づ

..精

細

な

る

智

識

を

以

て

狒 

作
用
に
馬
若
し
く
は
牛
を
使
用
す
る
の
直
接
間
接
の
利 

害
を
比
^
考

量

しpetite c
u
l
t
u
r
e
"

に
對
し
て
M
の
使 

麻

即

ち
^;
-§:
8-
;
.
&昆
$

の

利

益

を

主

張

：せ
b
o
u
#の
' 

5

る
所
に
摅
れ
ば
農
民0
大
多
數
牒
貧
困
辟
し
て
馬 

を
晦
用
す
る
ば
堪
へ1?
、
一
 
而
し
て
其
結
果
ば
®
大
な
る 

國
民
的
當
の
«

*
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'
爲
る■

€
>

,

農
跆
の
慘
儋
^
ほ
窮
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贤
主
と
し
て
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の
：3

®
因
ぼ
因
曲
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9

即
ち
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一
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困
窮
並
に
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l
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'
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兵
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ぐ
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築
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一
八)

雜

錄

フ

-ヲ
ゾ
ソ
ア
，ケ4
1
の
經
濟
論

爲
め
に
提
供
す
る
を
强
制
せ
ら
るS
農
民
の
義
務
を
加 

ふ
る
に
至
れ
り
.

)
を
礙
ひ
て
亩
规
の
.子
'孫
.が
_其
«

の
有 

や
^
/]
>
•

»

*
の
幾
分
，を
携
.へ
 

'て
大
，都
#

に
移
住
し農
村 

を
棄
背
す
る
‘こ
i>
、
次
に
農
業
上
の
投
資
潜
ょ
か
し
贫 

其
資
產
の
安
固
を
剝
奪
す.る

#

»
な
る
■
«;
、
第
三
.に 

は
穀

物
の

取
引
を
妨
害
す
る
諸
制
限
是
な
b

o
彼
は
農 

民
の
子
弟
は
其
兵
.役
の
義
務
を
回
避
す
る
が
爲
め
に
都 

會
の
生
活
を
選
ネ
に
至
ら
し
む
可
ぎ
が
故
に
之
を
民
兵 

ょ
ち
除
外
す
る
の
徒
爲
な
ら
ざ
る.可
き
.^-
云
々
せ
h
.
.
o 

彼
は
赤
貧
を
以
て
地
方
の
產
業
に
取b
て
必
要
な
る
刺 

戟
な
b
/と
爲
す
•の
見
解
をP

笑
し
、
希
蕻
は
絕
望
ょ
り 

も
]a
好
な
る
刺
戟
な
b

>

而

し

で

•'活

動

は

成

功

に

比

例 

す
る
も
の
な
b
と
說
け
A
a
彼

は

.：國

时

の

農

事

統

計

を 

硏
究
し
、
遥
に
據
b
て
耕
作
地
及
び牧
場
の
面
積
"
家
.
 

畜
、
人

口

、

穀
物
の
生
產及
び

消

費

、

©
格
の
段

階

、

.生 

產
の
費
用
及
び
利
澗
を
考
査
せb

o
農
業
は
國
家
の
基 

礎
を
形

，

成
す
る

氹
產
に
し
て
自

&
と

受

固

わ

は

其
主
と 

し
て
耍
蟹
す
る
所
の
が
の
な
れ
。穀
物
の
：自
曲.交
易
，
'

辩1

鱗

-
二 

ニ
A

轍
出
の
許
可
逛
に
進
み
て
は
英
雛
は
於
砍
る
栌
如
ぐ
之 

を
獎
’働
す
る

Q
態
度
に
敗
づ
.
る

時

は

年

あ

價

格

.の
上
に 

生
免
る
ー
變
勸
を
酿
殺
す
る
こ
と
大̂
る

可

く

、
.
而

し

て 

農
民
の
繁
滎
に
資
す
る
所
些
少
な
ら
ざ
る
可
く
，
是
に 

\

由
b
で
又
次
第
(:
他
0
方
面
の
繁
麝
を
誘
致
ず
可
く
ク 

\

以
て
更
に
發
達
せ
る
觅
に
有
利
な
る
農
業
耕
作
を
行
ふ 

\

0.
結
架
を
來
b;
ク
_
璁
«.
並
に
個
人
的
富
を
增
加
し、
：
' 

\

更
に
太
に
更
に
..健
全
な
.る
人
ロ
_を
.齋
し
、
而
し
て
國
庫 

は

一

層
充
實
す
る
：に
至
る
可
し
。
彼
は
改
革
の
第
ブ
ホ 

一-Cj

し
て
先
づ
專
擅
な
るtail?

を
廢
止
せ
ざ
る
可
ら
ざ 

.る
を
主
張
する
も

彼
自
ら
吿
0

す

る

が

如

く

.彼

は

當

時 

に

於

で

は未
：̂n

定
0
公

正

り

に

し

て

且

づ

前

單

な

る

原 

|
則
の
下
に
！
|
税
を
行
ふ
可
き
方
法
を
會
得
ず
る
に
至
ら 

ず
、
彼
が
後
年
の
i
m
po>
t .unique 

.
の

主

張

は

未

だ

本 

問

題

の

完.全
な
る
解
决
法
と
し
で
案»
せ

ら

る

、

こ
と 

な
.か
り
し
な
^
V
O -彼
は
個
人
の
电
吿
を
以
て
査
寒
の
爆 

良
の
»
礎
た
^；
可
ぎ
.も
®

Ŝ

，J

と
を
指
示
せ
办
、
是 

恐
ら
く
^

A
b
s
n>
>. de) salnTpi.erre 
^ 

twrile 

t
a
r
i
f
ft
l
s
e

.
、
 

の
訐
畫
に
.從
べ
.る
も
の
々
.る
可
き
か
0:
彼
が
此
項
中
に
•

於
_け
名
實
際
.の
穀
物
生
.產
高
«*
;
1ヶ
年
凡
そ
芄
億
九
千 

引
用
せ
る
著
書
の
名
は
唯
だ
：

J
o
h
n

 

L
o
c
k
e

と

農

學

上

.
五
西
萬
リ

ー

、グ

が

に
相
當
す
o
然
る
に
今
到
る
所
に
馬 

の
權
威
と
し
てUu

p
r
6

 

de 

Saint M
s
r

 

.と
あ
る
の
を
使
用
し
て
適
當
な
る
耕
作
を
行
は
 >

 
收

權

は

十

八

億 

‘

A
。
.
.. 

千
五
百
莴
リ

ー

グル
即
ふ
約
三
倍
以
上
、にV增
加
す
可 

フ 

'

.,
v「

穀
物」

の
一
'項
は
前
潜
よb
も

一

層
注
意
の
價
値
あ
一

しo

而
し
て
是
よ
b
總
て
の
往
康
費
を
控
除
し
た
る
後

る
も
の
な
b

o
凡
庸
な
る
後
繼
漭
に
曲
り
て
一
層
典
短

|

の
餘
剩
は
從
前
の
一
億
七
千
八]？
萬
.に

對

し

八

®

八

千 

す 

所
を
暴
露
し
た
るod

b
e
r
t

生
義
の
餘
弊
は
當
時
の
怫|

、五
百
萬
i
爲
b
約
五
倍
の
额
.に
達
す
可
し
o
、纛

と

商
 

j 

國
に
於
て
最
も
甚
し

き

も

の

あ
b
き
o
久
し
く
政
府
の
一

讀

と

ば

の

T1

一
,._

政
策
は
製
造
業
特
に
絹
布
の
如
き
奢
侈
品
の
製
造
を
獎

.
 
一

斯

般

0!
m

g

g

f

^

^

|

一
 

、

働
し
て
全
く
農
業
の
荒
廢
を
顧
み
ざ
り

.

き
。
A -

民

は

葡j

S1
論
に
過
ぎ
ず
、1̂
と
1̂

れ
ル

_

及̂

^

1̂

 

I
::

萄
の
培
養
を
禁
止
せ
ら
れ
一
般
に
桑
樹
を
植
ゆ
る
こ
と

\  

ず

、

農

業

，は

實

に

商

X

業

に̂

I. 

を
獎
働
せ
ら
れ
た
b
.
o然

れ

ど

もQ
^
e
s
a
y

の
意
見
に| 

.
_的
.に
し
て
私
つ
.缺
ぐ
可
ら
ざ
る
源
泉
な
り0
^
;
^
て

從
へ
ば
眞
の.國
民
的
經
濟
政
策
は
怫
國
々
土
の
大
生
產

| 

エ
業
を
以
て
商^|
よ
り
~
^
"に
®

:

. 

力
を
利
用
す
^
に
あ
b

o
而
し
て
當
時
企
圖
せ&
る
、

|

要
な
る
も
の
と
倣
'^
；!
)
o
斯
く
.て
嘗
T

H
e
n
H
i
s

lfi:

"‘ 

、
? 

派
と
は
正
反
對
に
奢
侈
品
を
.國
外
よ
り
購
入
す
る
に
あ
れ
對
つ
て
農
耕
及
び
牧
畜

;{
1
佛
蘭
西
に
：對
し
て
營
養
を

b

o
國
家
は
穀
物
の
豐
饒
な-6
收權並に國內及び國供給す

' ^「

一
個
の
乳
房
な
h
^
o La

b
o
u
r
a
g
e

 

et 
p
-p
s
t
s
l 

, 

際
間
に
於
け
る
穀
物0'
^

*
交
易
に
依
^
エ̂

隆

碰

を

極

切

，5心
&

.¥
;&
目

m
i
e
l
l
e
s

 de 

i
o>
>
t
a
t
. 

-y

主
張
せ 

_ 

む
.̂

に
至
る
f

な
りo

彼

の

計

箅

ね

據

れ

ば

國

內

に- 6D
u
e
.

. 

d
e

 $uily,

,の
，政
策
並
に
-.R

i
c
h
a
r
d

o
a
n
l
o
n

一

■ 

第
十
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l
儀

錄
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第
十1
凇

(

l

H

G

v雜

錄
；
-

フ
ヲ
v
y
r
*
十
子
I
の
-經
濟
論

第1

虢

1  
H
O

が
表
明
せ
る「
根
本
的
_
身
理」

を
稱
揚
じ
，
以
て
*
萄 

栽
培
及
び
菊
荷
酒
業
に
加
へ
ら
れ
た

る
！
：

害
を
遺
慽
t 

せ
b

o
有
福
な
る
農
尻
の
手
に
其
最
高
の
®
値
を
有
す 

る
に
至
ら
し
め
た
る
大
農|1
は
實
に
國
家
の
繁
滎
及
び 

大
人
ロ
.
の
，眞

の

基

礎

を

成

す

^

の

な

彼

の

所

謂

有
 

福
な
る
農
段
と
は
自
ら
土
地
を
耕
作
す
る
勢
働
者
を
云 

ふ
に
あ
ら
ず
し
て
自
己
の智
識

と
自
己
の
富

と

を
以
て 

其
事
業
を
支
配
し
指
揮
す
る

entrepren
a>-

u
r

を
指
す
も 

の
な
り
。
曲
來
此
術
語
はJ. 

B. 

S
a
y

の
湖
め
て
使 

用
し
/2
る
も
の
な
り
と
信
せ
ら
れ
し
所
の
も
の
な
る
.も 

彼
が
遙
に
是
ょ
b
も
以
前
に
之
を
使
用
し
た
るi
注
意 

す
可
き
點
な
り
。
大
人
ロ
の
利
益
を
以
て
眾
に
大
軍
隊 

を
補
給
す
る
の
^
段
な
力
と
思
惟
す
る
も
の
は
眞
に
國 

家
の
力
を
剕
定
し
得
た
る
も
の
に
あ
ら
中
。
武
人
は® 

に
人
即
を
以
て
兵
卒
た
り得
可
き
も
の
と
看
倣
す
に
過 

ぎ
ず
と
雖
も

、

然
も
眞
の
政
治
家
は
戦
银
の
爲
め
に
豫'
 

定
せ
.ら
れ
た
る
人
間
の
#
在
を
«
む
こ
と
、
恰
も
地
主 

が
其
農
圃
を
保
存
する
が
爲
め
に
設
け
た

る

濠
溝
中
に

費
さ
れ
だ
る
土
地
を
悔
む
垆
如
しo
.大
：軍
隊
は
_

家

を. 

空
虛
な
ら
し
む
る
も
の
な.り
o

然
る
ね
大
な
る
人
口：
i
 

太
な
る
富
と
は
，!a
家

^
し
て
提
敬
す
可
き
も
の
た
ら
し.

む
？
入
間
の
勞
办
な
ぐ
ん
，ば±
地
«
何
等
^

^

^
 

y,
0.
1
o.

を
形
成
す
可
き
原
始
本
然
の
富
なK
yと
o
彼
は
是
に
至 

つ
て
.ta

s
e

 .

が
農
民
の
地
代
に
基
礎
を
撒
く
可
き
こ
と 

を
指
示
し
、
.以
て
農
民
の
生
產
資
料
に
課
稅
す
る
こ
.と 

な
か
ら
し
、め
、'
而

し

て

其

耕

脚

^
對

し

て

支

拂

ふ

可

き 

地
代
を
打
算
す
る
に
當
り̂
&
1ゥ

を

も»!
*
算

十

に

入

る
 

こ
と
を
得
せ
し
め
ん
と
せ
り0
斯
く
の
如
き
理
想
は
當 

時
の
社
會
狀
態
.に
在
り
て
は
之
を
實
現
す
る

，」

と
容
易 

.に
あ
ら
ず
1
而

し

て
.®
般
の
理
由
に
基
き
て
彼
は
.前
項 

F
e
r
m
i
e
r
s

中
に
於
て
は
.別
箇
の
案
を
提
言
し
たb

i
雞

、
 

も
>
然
も
彼
の
新
趣
想
は
直
に
之
を
借
地
農
.民
に
適
用 

し
#
可
く
、
又
.多
少
の
困
難
を
忍
ば
 
>
之
を
分
益
農
民 

に
；も
及
ぼ
す
こ
と
不
可
能
に
あ.ら
t'
o
彼
は
尊
擅
な
る
.
 

課
稅
を
以
て
其
國
民
を
服
從
せ
じ
む
可
き
最
も
顏
實
な

.

る

方
法
な
り
と

看
做
す
愚
策
を
以
て
政
府の

意
見
に
出
 

で

た

る

も

の

と

做

す

を

喜

ば

ず

0
.

斯
か
，
る

不
條
理
な

る
 

.行

爲

は

其

如

何

に

非

議

す

可

く

沮

つ

嗤

笑

す

可

き

も

の
 

な

る

可
き
か
を
熟

知

せ

を

大

爲

政

家

. 0

考
盧
す
可
き
所 

に

あ

ら

-ず

。

(
(

彼

は

此

點

に

關

し

R
e

m
a

r
q

u
e

s

 

s
u

r
l

e
s

 

a
v
a
n
t
r
a

y qe
s

 

e
t

 

l
e
s

 

d
e
s
a

 v
a
n
t
a
g
e
s

 

d
e

 

l
a

 

F
r

a
n

c
e

 

e
.
t

 

d
e

 

l
a

 

c
r

a
n

d
e

t dr
e
t
a
g
n
e

 

r
a
p
p
o
r
t

 

a
u

 

C
o

m
m

e
r

c
e

 

e
t
:

 

a
u

x

 

a
u

t
r

e
s

(/o
u
r
c
e
s

 

d
e

 

l
a

 

P
u
i
s
s
a
n
c
e

 

d
e
s

 

E
t
a
t
s
.

 

T
r

a
d

e .t

 

d
e

 

?

 A
n

g
l

o
i

s

 

d
u

 

C
h
e
v
a
l
i
e
r

 

J
o
l
l
n

 

N
i

- Ok
o
l
i
s
.

(

一
千
七
西
五
十
四
年)

を
引
用
せ
り
o
著
者
は
此
書
が 

T
u
c
k
e
r

の
一
千
七
15
五
十
年
の
著Brief 

Essay 

on 

T
r
a
d
e
.

に
^

へ
る
こ
と
を
認
め
たb
o
.
o
u
e
s
n
a
y

が
本 

項
を
草
す
る
に
至
り
常
に
其
心
裡
を
離
机
ざ
り
し
も
の 

に
し
.て
1
癩
講
.の
風
を
裝
ひ
た
.
.る
此
«
の
«

著

.書
は 

Marq.uis 

de 

Piumart 

D
S の eui 

に
し
て
此
書
は
其
& 

里

及

びL
e
y
d
s

に
て
出
版
せ
ら
れ
て
後
英
文
に
も
の 

せ
ら
れ
.一
千
七
百
五
.十
四
年
偷
敦
に
出
版
せ
ら
れ
た 

,
9
0
 

.

(

例
の 

E
u
^
n
e

 

b
a
k
e

，は
其
編
^
せ
る 

'
t̂
e
s

第
十】

卷

2

三

ご

雜

錄

p
.
n
y
,
s
i
o
c
r
a
t
e
s

に
於
.て
非
常
な
る
：誤
謬
に
階
り
此
書
を 

.

以

て

T
h

o
m

a
s

 

M
u

n
:

の
著
な
b

と
倣
し
其
年
代
を一 

千
七
西
年
と
な
せ
，

c
v
)
o
)
)

 

t
a
i
l
l
a
b
〗
e
s
.

«•
孰

れ

も

错

顧

る
 

小
額
の
資
產
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
人
々
に
し
て
之
を 

Z

屈
從
せ
し
む
.る
よ
り
も
寧
ろ
鼓
舞
す
る
を
耍
す
る
も
の 

な
れ
ば
な
b

o
 

R
i

. pr
q

u
e

s

の
著
者
は
英
國
の
賢
明
な 

.

る
政
策
と
富
裕
と
を
以
て
.柳
國
の
愚
蒙
な
る
政
策
と
貧 

\

窮
'に
比
較
し
，
英
國
は
其
隣
邦
を
怖
る
可
き
何
等
の
理 

*

な

し

と

論

結
せ 
b

o

M

む
' Qu

e
s

g ly

 

日 

q

#

\ 

揀
用
S

3

"

| 

る
！

洵

に

篇

は
>
:
4 

I

米
利
加
新
大
'陸
0
豐
沃
な
る

土
㈣

に 
'よ
b

,て
脅
さ
る
>

'

が
如
き
觀
.ぁ
る
も
"
然
も
彼
等
の
競
#
は
多
く
恐
る
、

I

に
足
ら
ず
0
'即
ち
彼
等
の
穀
物
：は
さ
ま.で
上
管
|1
1
1:に
ぁ 

.ち
す
、-

且
つ
«

_
に
宜
4
航
：海
中
.に
：其
.品
質
を
損
^
る 

CD
み
な
.ら
す 

>
.彼
等
は
*
て
其
人
口
の
增
大
に
伴
れ
：て、
' 

'彼
等
自
身
0
穀
物
を
喪
す
る

：
に
.至
^

部
し
o

吾

が.
■
菝 

の
穀
物
は
彼
よ
り
もJ5
1
き
麵
«
を
製
造
し
而
じ
'て
好
く

フ
ヲ
ソ
ツ
ア
ふ
ネ
ー
の
經
濟
論
 

.
S號 

1
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郯
十
一
墦:

(
1

三T
1

)

雑

錄

，

フ.ヲ
ゾ
y
ア
。
ケ
ネ
1

の
：經
濟
論.

之
を
保
存
せ
し
む
る)」

と
を
#

可
し
と
'。
是
に
至
っ
て
：
 

彼
は
穀
物
貿
易
の
利
益
：を
製
造
品
質
易
の1

i

s
 

.
 

す
る
の
擧
に
出
で
、
斯
くH

經
濟
行
政
の
十
四
法
則
を 

規
定
せ
6

0
第 

一
V
農
業
に
反
し
て
エ
業
上
に
费
さ
れ 

た
：
る

勞

カ

i
e
s

rtr
a
v
a
u
x

 

s
n
d
u
s
t
r
i
e

は
富
を
增
加
t

| 

る
こ
と
な
し
。
第
二
、
遮
獒
そ
は
人
ロ
：並
：に
富
の
增
加 

に
資
す
る
こ
と
あ
る
可
し
。
第
三
、
然
れ
ど
も
是
が
爲 

め
に
：多
歡
の
人
間
を
玆
に
誘
致
し
て
農
業
に
危
害
を
加 

ふ
る
が
如
き
 ̂

Vと
あ
、ら
ば
却
つ
て
反
對
の
結
果
を
見
名

| 

に
至
る
可
し
。
第
四
、
應
業
家.
の

富

は

農

業

上

の

富

を
 

產
む
。
第
五
、
工
業
上
の
勞
働
は
土
地
ょ
り
生
ず
る
收s 

入
を
增
如
す
る
の
結
架
を
來
し
、
而
し
て
是
に
由
り
て

\ 

苒
びH

業
.を
支
持
す
る
な
b

o
第
六
"
其
原
始
生
産
物
一 

に
於
て
大
取
别
を
有
す
る
國
民
は
常
に
製
造
品
に
於
て 

も
亦
比
較
的
大
な
る
取
引
を
維
持
し#
名
な
り
。

第 

七
、
.然
も
资
し
殆
ど
全
く
原
始
生
產
物
の
取5|
.
を

有

せ 

す
し
て
唯
だ
眾
に
製
造
品
の
取
引
の
み
に
依
り
て
立
國 

の
粗
源
を
成
す
に
至
ら
ば
、
其
國
は»
も

危

險

に

.し

て

第

i
 

S

3

且

っ

：不

安

定

な

る

狀

：態

：に

在

名

も

0
.と
謂
っ
可
し
0
_第
' 

八
ハ
製
造
品
0
國
內
作
於
け
る
大
取
引
は.獨

り

土

地

：ょ 

り

の

收

入

に

依

む

：
て

維

持

せ

ら

る

可

き

の

み

。

S
を
 

廣
大
な
る
領
域
を
有
し
な
が
ら
.其
製
造
エ
業
を
尊
簠
す 

る
が
爲
：め
：に
自
國
の
原
始
坐
產
物
を
輕
視
す
る
11
!

民
は 

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
自
已
を
破
墩
し
つ
、
あ
る
も
の 

な
り

0 

外

國

貿

易

の
.：

利

益

は

貨

幣

を

增

加

す

る 

の
點
に
#
す
I

の
.に
あ
ら
す
o
'第

十I

、

.t
B
の
差 

額
は
各
國
民
が
‘其
貿
易
ょ
P

受
く
る
利
益
又
は
當
の
觖 

態
を
標
示
す
る
も
のに
*
ら
中
0

第
十
一
一
、

谷

_

is
 々

福
の
狀
態
.は
國
內
及：

び
i

s

の
南
者
，.
M
し
て
殊 

に
前
潜
に
據
り

.て

判

断

す

可

き

：も

の

な

b

o
第
十
三
、 

自
國
の
土
地
、
人
民
及
び
其
航
海
業
ょb
最
上
可
能
の 

結
果
を
柚
出
ず
る
國K
は
其
隣
邦
の
商
業
を
嫉
視
す
る 

の
袈
な
し
0»
第
十
四
"
相
a
の
取
引
に
於
て
最
も
有
用 

な
る
か
若
し
く
は
必
須
なる
貨
物
を
賣
却
す
る
國
民
は 

賛
澤
品
を
賣
却
す
る
も
の
に_對
し
て
利
益
を
^
す
云
 々

と
？
最
後
に
彼
は
國
家
を
し
て
繁
榮
な
ら
し
む
る
が
爲

め
に
®c
;^

の
採
ふ
可
き
手
段
を®
括
し
’て
則
の
生
產
及 

び
循
環
の
自
出
、
通
行
稅
の
廢
丘
若
し
く
は
削
减
、
同 

1

性
質
の
義
務
.に
對
す
る
地
方
的
焚
は
人
格
的
特
權0: 

滅
絕
、
道
路
及
び
河
川
交®

の

修

築

"

國

家

收

入

に

關 

す
る
^
|1
1
內
に
於
て
從
屬
的
行
政
に
於
け
.る
私
人
の
專 

_
な
る
任
意
行
動
^
抑
制
す
る
に
ぁ
り
と
傲
せ
如 

上
の
改
革
を
行
は
ん
か
國
運
は1

5

る

進

步

を

.遂

.ぐ

\ 

可
く
" H

e
n
r
i
.

四
世
の
治
下
に
f

て
.疲
弊
の
極
に
達| 

し
、
國
僙
の
®
荷
に
苦
め
ら
れ
た
る
佛
國
はff
i
ち
に
富 

裕

充

實

の

國

土

と

爲

，り

し

に

ぁ
ら
.，t'
や

.0
一 
世
紀
以
前 

に
は
ニ
千
陴
西
海
を
葙
し
、一

千
七
®

ギ
に
は
殆
ど
四

一
 

十
年
間
に
苴
る
不
斷
の
戦
闘
並.に

N
a
n
t
e
s

勑

令

廢

止\ 

の
後
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治

權

を

：
じ

て

旗

, 

1

な

ら

し

め

且
つ
.
洽

く
1 1
:

會

の

各

個

人

#
,
に

就

罾

を

目

的
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
不
正
企
業
の
上
に
：：超
越
せ
し
む
可
.| 

而
し
て
年
々
國
富
の
一
： 

し
o
:即
ち
統
治
及
び
.龈
從
の
趣
.旨
は
萬
-
<及
び
莴
般
9
. 
一
 ■

部
を
破
¥

が
事
i
«:
る
可
し
◦ 
.

§
租
0

之
を
？r 

正
當
な
る
利
益
の
安
固
に
あ
る
：を
以.て
な
'
b
o
”
統

治

權| 

收
す
可
^

^
即
ち
|
王
國
內

內
に
對
杭
的
勢
力
を
設
く
る
の
制
度
は
徒
ら
に
強
潜
の
. 

間
に
不
和
を
生
じ
、
弱
者
の
施
追
を.釀
す
'が
故
に
_

 

な
b
o (

下

略
0(

嬢
三
格
言
：

)

：主
.

並

に

國

民

を
.b 

て
常
に
土
池

.ば
富
の
唯
.一
の
根
源
な
り
而
し
て

4

を
增
レ 

邡
せ
し
か
る
も
0
.は

鼪

陣

な

り

と

の

に

於

砂

る

農

_

に

投

入

し

た

る

資

財

は

租

稅

：の

收

入

及
， 

び
，#
民
各
階
級
の
.‘生
活
資
料
の
産
出
の
爲
め.に
愼
ff
l
に 

保
存
せ
ら
れ
获
ゐ
'を
#
ざ
冬
固
：定
：財
逄
と
し
て
尊
重
す 

ベ
，'
き

も

の

，な

れ

：
ば

な

h
o

,然
ざ
れ
ば
租
税
は
頹
廢
し 

て
椋
奪
i
な 

>
而
じ
て
^

^
に
：邦
家
0
荒
廢
を
來
ず
ベ
：

J
i
/ 

.-j- 

—
, 

- 

/ 

■ 

* 

< 

I 

/
V 

«
x
f 
- 

-̂ン
 v"*-* 

■ 

x
c
, 

[
J 

- - 

一
一 

* J
M
V 

< i 

V
I 
、
 

\
.
-
i -
V
J 

> 

J
I 

-
-
.

む

可

炉

ら

如

ば

.人口

^
樹殖

\

き衰
耗

0-
.因を

f

に至
るベ

し
> 

物

.耕

作

に

充

用

せ

ら

れ

た

る

地

所

は

出

來

得

る

限

b

±
 

_

槭

張

し'

:

れ
：を

鍺

合

せ

レ

め

そ

以

ズ

富

裕

な

る

，農

民

.に
$

久
て
：經

；

第
五
格
言)

租

-營
せ
&
蚤 

>大

農

圃

た

ら

し

む

可

し

、

.即
ち
纖
築
物
?> 

税
を
し
て
破
•
«的
な
ら
し
む
可
ら
す
ク
即
ち
國R
の
總：

.

保
存
及
'び
修
霉
の
f

に
‘失

費

を

要

す

：る
ザ〕

i
遙

に

少

第
十
5
 

a

三
七)

ノ

雜
/

0'
.フ
ラ
シ
ソ
ア•
夕
ネ
1
0 ,
經
濟
論 

' 

第1
-
_

 

1.

三

七

*



维
十1
卷

(

一
三
八)

雑

へ

錄

... 
7 
S

ソ
ア•
ケ
ネ
！
0
經
濟
論

.
なく
而し
で小
農企
業に

以
，
で

な

り

バ/]
>

*
民
0

增

加

は

：
人

；
ロ

，
に

'取

り

：
て

有

—

1 

最
も
安
固
に
し
て
最
も
善
く
諸
般0
階
級
.に 

人

々
を
分
つ
諸
般
の
勢
働
に
使
用
し
得
可
き
入
ロ
は
純
へ 

收
獲
に
よ
り
て
支
持せ

ら

る
、
所
の
^

の

：な

り
0動
物

、
. 

機
械
、
河
流
、
其
他
の
手
段
.に
よ
り
て
遂
行
し
得
可
き 

勞
働
に
よ
り
て
純
收
獲
を
增
加
せ
ん
が
爲
め
に行

は

れ 

た

，
る

あ

らゅ
る

節
約
は
國
家
の
人
ロ
に
取
り
其利

益

と
 

爲
る
可
し
、

ら
ん
に
は 

他
の
勸
務
若
し
く
ほM

の
勞
_

に
傭
し
人
々
の
受く
る

利
得
を
し
て
彌
々
大
な
ら
し
む
る
を瘠

可
.け
^
ば
な 

K
9
Q
. 

格

言

)

人

々

の

勞

働

に

ょ
り
て
生

產

せ

ら

 

れ
た
る
.物
を服
賣

運

輸

す

る

に
當 

>
其
«
會
を
容
易
な 

ら
し
む
る
が爲
め

，

道

路

の

修

築

並
に
運

河

河
海

の

航 

行
を
行
は
し

む

可
し
o
何
と
な
れ
ば商
業

の

失

費

.に
し 

て

節

約

せ
ら
る
、
所
の
も
の
彌
々
大
な
ら
ば
領

內

の

收

 

入

は

彌

々

增

加

す

べ

け
れ
ば
な
b
o (

第

.ニ
十

格

言

〕

.下

層
階
雜
に
'屬
す
る
市
：民
0
;幸
福
を
鱗
少
せ
し
む
宵
ら 

:
^
>然

,&
ば
：即

ち

彼

等

は

僅

に

_

w
の
み

に

：於

て

情

費 

”
ぜ
ら
もA

を
得
る
が
如
き
諸
般: 0

埘
の
消
費
に
關
與
す 

る
こ
と
能
は
.ざ
る
可
く
、'
.延
w
lj
'

®

a

0:量

產

並

に 

.

收
入
を
減
少
せ
し
む
る
に
至
る
可
し
。(

第
一
一

十

一格
 

言)

土

地

所

有

者

並

：に
*®
利

的

職

業

を

有

す

る

諸

般

の 

人
々
ど
し
セ
無
溢
の
貯
藏
ー
に
耽
ら
し
む
な
こ
と
勿
れ
、 

斯
く
の
如
き
は
即
ち
彼
等
の
所
得
若
く
は
利
得
の
一
部 

を
流
通
及
び
分
配
場
補
よ
り
排
除
する
も

の
な
れ
ば
な 

b
o _(—

第II,

十
四
格
言
：

)

賣
却
せ
-

I

、
商

品

と

購

入

せ
 

ち
る
.、
物
と
よ
り
生
ず
る
利
_
の
大
小
を
考
査
せ
す
し 

で
^

^

^

^

1平
衡
，に
由
リ
判
銜
を
下
し
以
て̂

^
 I
 

u
f
e相
互
取
引
の
^
面
に
.現

は

れ

た

る

利

益

：に

よ

り

て 

■何

人
.を

も
#
く
一」

と
勿
れ|0
.
.可
i
な

れ

：ば

損

失

は

屢

 々

貨
幣
額
を
餘
分
に
收
受
じ
た
る
國
民
の 

^

あ
る
可
ズ
而
し
弋
這
岐
の
損
失
は
收
人
の
分
配
晚
に 

J
g
：

生

遴

の

不

利

を

來

す

こ

第11

十
五

格

言)

，取
引

の

完

全

な

る

自

曲

を

維

持

甘

し

む

可

し

<

即
ち
國
民
^

び
阀
家
に
取
り
國
內
及
び
國
際
収
引
の
最

j
^
g
^
g

a

a
つ
ft
有
利
な
る
支
配
は
競
爭
丨
の
完 

る
自
由
に
存
^
れ
ば
な
办
？(

第

一

一

十

七

格

言

)

政

府

を 

し
て
徒
に
節
約
を
の
A
顧
«
す
な
i
な
く
主
國
の
繁
榮 

に
必
喪
な
る
諸
般
0
動
作
を
取
ら
し
む
べ.し
0
何
と
な 

れ
ば
大
失
费
と
雖
も
富
の
增
加
に
ょb
て
適
當
の
も
の.\

 

た
ら
ざ
る
に
至
る
こ
と
あ
り

#
可
け
れ
ば
な
ぅ0

然

れ| 

ど
も
吾
人
は
濫
费
を
以
て®
な
る
失
費
と
混
同
せ
ざ
を■ 

を>

要
す
、
即
ち
濫
喪
は
國
民
並.に
國
王
の
あ
ら
ゆ
る
富I 

を
悉
{
减
派
せ
し
む
る
も
の
な
れ
ば
な
りo(

第

二

十

九I 

格
言)

國
民
の
繁
滎
に
.基
き
而
し
て
單
に
財
政
家
の
信

I 

，用
に
基
く
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
を
除
き
て
は
何
人
も

I

國

j 

に
取
り
て
正
當
な
る
利
益
あ
る
財
源
を
望
む
可
ら
す？

. 

I 

何
と
な
れ
ば
金
錢
上
の
財
産
は
國
王
を
も
國
家
を
も
認
. 

識
せ
ざ
る
私
の
@

な
れ
攸
f
 
o (

第
三
十
格
：言)

國
家
. 

を
し
て
政
府
公
債
を
形
谠
す
べ
き
借
金
を
避
け
し
む
可 

し0
:

何
と
な
れ
ば
ぞ
は
國
家
に
負
は
し
む
.る
に
破
産
的 

債
務
を
以
て
し
而
し
て
流
通
證
券
の
仲
介
に
由W
て
商
-

業
又
は
貨
幣
交
易
を 

•誘
致
し
斯
て
流 

a

 

證
券
の
割
引
は 

彌
々
益
々
金
餞
上
®
,
財
産
の
不
迚
產
性
を
增
加
す
れ
ば 

な
b

o

這
般
の
財
產
は
.抛
政
を
農
業
ょ
り
分
離
せ
し
め 

而
し
て
不
動
産
の
改
良
並
に
土
地
の
耕
作
に
必
要
な
る 

富
を
材
落
地
方
ょ
り
奪
ひ
去
る
に
至
る
可
し
云
々

i

o

S

Q
u
e
s
n
a
y

が一

千
七
百
六
十
五
年
及
び
六
十
六
年
九

OT 

Journal 

d
e
F
a
g
n
c
u
k
u
r
e
,

 

d
u
r
o
m
m
e
r
c
e

 

et 

des 

F
i
n
a
n
c
e
s

に
揭
げ
た
，务

も

の

にLe. 

Droit 

N
a
H
r
e
l

f

 

Q此
書
に
於

て

彼

の

學

說

の

的
基
礎
&

知 

彼

日

く

凡

て

^

苗̂

己

若

く

は

他

^

^
^
-
, 

を

加

L—

ざ

る

範

圍

內

に

於

て

其

能

力

を

自

由

に

活

ff
l
し

 

得

可

き

天

賦

の

權

利

^

す̂

る

.も
の

な

.CVO.!

此

自

la
に
 

_
す

；

^

は̂

其

推

論

と

し

で

財

1產
.に

對

す

る

權

利

幷

.に
之
を
擁
識
す
可
き
國
家
：
.の
義
務
"

■換
言
^

安

函

の

保

證

ば

洵

に 

職
能
に
し
て
之
を
擴
張
ず
：る.は
.：髓
.人
の
^

5

^

^

—
 

る
の
處
あ
る
可
し
。
此
卧
的
の
爲
め
に
は
國
家
は
强
大

第
十〗
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第
十1
餘

(

s
o)

雜 

'

錄
フ
ラ
ソ
ソ
ア
。夕
ネ

I©經
濟
論

郯
ー
號

g

に
過
ぐ
る
‘ J
I
 
i

可
&
ヤ
1

簕
法
上
0
_
靡

肺 

雄
に
平
衡
は
m
に
4-
»

*
0;
權

威
r

軟
II
®
ら
し
^d

が
?>
• 

の

に
過

ぎ
^
0
、
_

家

の

1

^

は
祺
]̂
自

^

法

の

遨

^

か 

る
每
に
之
に
：對

し

て

徽

起

し

若

し

く

は

衷

に

_

ん
，
之 

を
不
可
能
な
ら
し

む

る
明
敏
な
る

輿
論
に
ょ
i
.て
の
み 

調
和
せ
ら
る
可

き

も

の
な
b
と
0
脅

て
怫
國
第
：
-

1

.皇
子 

Q
u
e
s
n
a
y

に
向
つ
て
王

者

の

職

廣

を

遂

ぐ

る

の困
難
を
，，
 

r
歎
す
o Q

.
u
e
s
n
a
y

日
く
、

「

E
は
然
4
そ
の
«:
惱
な
る
' 

所

以

を

見

ず

」

。

第

一

皇

子̂
ふ
'

「

然
ら
ば
卿
に
，し
て
若 

し
•玉
^
た
ら
ば
卿
は
何
事
を
な
す
可
き
やJ
O答
べ
で
EI 

く「

無」

0 

ふ

「

钱
4
ば
流
冶
す
ゐ_

も
.の
は
阿
物 

ぞ」

。
日
く「

法

則

-
と
晶
賓
に
彼
の
撤
明
な
る
緣
な
り 

き
◦
又
或
る
時1

廷
E
僧
侶
と
譏
會
と

の
汾#

に
i

r

ぐ
へ
一

.そは輿論なか

i

が

飲

に

卿

は

輿

.論

の

上
 

卿
奴
行
®

%
始
め
ざ
な
を
得
す
し
と
。w

.

 

H
a
s
b
a
c
h

 

敎
«
其

著

.&
0*a

u
g
e
m
e
&
&
P
M
O
S
6
p
h
i
s
c
h
s
;
G
r

 
目
- 

d
l
a
g
e
n

 

der 

v
§ 

Frangois 

Q
u
e
s
n
a
y

 

d
n
d

 

A
d

拟m

 

ひmi
t
h

 

b
e
g
r
u
n
d
e
t
e
n

 

poiitischen 

O
e
k
o
n
o
m
i
e

 (  

j 

h

八

西

九

十

布

)

':に

於

で

日

く

 

Q
u
e
s
n
a
y

の
經
濟
意
見
. ̂

SKaftesbury 

L
o
c
k
e

 

及

，び 

C
u
m
b
e
r
l
a
n
d

 
等
英
國
_
者 

ょ

り

受

け

た

る

®
學上

®,

演
释
論
D
基
礎
を
布
す
と
。' 

彼
等
と
等
し
く
彼
は
自
然
の
法
則
に
訴
へ
た
る
も
然
も 

其
，先
輩
と
興
6
て

评

由

贸

易

說

を

主
_
_し
^
;
^

の
倦
み
疲
れ
た
る
を
見
て
强
腿
的
方
策
を
提
議
し
て
日 

く

「

王
矂
を
支
配
-r
る
も
の
は
斧
戟
あ
る
のみ」

I

C

O
 

Q
u
e
s
n
a
y

 

ふ
て
Bi
く
1
而

し

て

.請

ふ

 
> 開
下

ょ

、第

戟
 

を
支
配
す
る
も
の
は
何
漭
な
り
や
：

j
o彼
の
對
手
は
沈
默 

せ
ざ
る
を
得
ざ
り%

博
識
な
る
®
師
は
附
言
し
て
日

G
r
o
t
i
g

の

例

外

を

除

き

で

は

)

彼

は

宗

敎

、&

1

:

|

!

-0. 
A 

T 

M
 

^
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